
令和５年度 シラバス 

学年 単位数 科目名 必修・選択 対象学科 

２年 ２単位 電気機器 必修 電気科 

 

１．科目「電気機器」について 

学習の到達目標 

(1) 電気機器についてエネルギーの変換を踏まえて理解するとともに，関連する

技術を身に付けるようにする。 

(2) 電気機器に関する課題を発見し，技術者として科学的な根拠に基づき工業技

術の進展に対応し解決する力を養う。 

(3) 電気機器に関わる電気エネルギーを活用する力の向上を目指して自ら学び，

工業の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。 

使用教科書 実教出版 電気機器 

 

２．科目全体の評価の観点の趣旨 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的取り組む態度 

各種電気機器の原理・特徴を

理解し，その取り扱いが正しく

できる。 

起電力やトルクなどの諸計算

ができる。 

各種電気機器の利用技術につ

いて，正しく理解できる。 

電気基礎および電気実習の学

習で習得した関連知識を生か

し，電気機器について発展的に

思考・考察し，導き出した考えを

的確に表現することができる。 

発電機，電動機，変圧器および

これらに付属する機器につい

て，原理・構造・特性・用途など

に興味をもち，積極的に学習に

取り組むとともに，技術者とし

ての態度を身につけている。 

・ワークシート 

・単元テスト 

・ワークシート 

・グループ活動 

・授業用ノート 

・行動観察 

 

３．評価の方法 

 評価の割合は、内規によるものとし達成度をもって評定へ総括する。 

 

観点別学習状況の表記区分については、内規によるものとし「知識・技能」、「思考力・判断力・表現力」、

「主体的に学習に取り組む態度」の３区分を評価規準と設定し、学期ごとでは A～C の３段階で、学年末

においては、１～５の５段階として評価を行う。 

 

 

 

 

 



４．年間指導計画表 

学

期 
月 

時

間 
学習内容 学習目標 評価方法 

１ 

学

期 

４ 

・ 

５ 

・

６ 

・ 

７ 

 

２ 

序章「電気機器」を

学ぶにあたって 

１節 電気エネルギ

ーと電気機器 

・電気エネルギーの発生および電気機器によ

る利用について，鳥瞰的に理解している。 

・省エネルギー対策や再生可能エネルギーの

利用など，電気機器が電気エネルギーを効率

よく利用する方法について理解している。 

・授業用ノート 

・ワークシート 

・単元テスト 

・行動観察 

２ 

２節 「電気機器」

を学ぶための基礎知

識 

・ファラデーの法則など，電気機器を学ぶた

めの重要な法則がどのように実際の機器に応

用されているかを理解している。 

 

５ 

 

第１章 直流機 

１節 直流機 

・直流機の原理や構造などの基礎的知識や技術

を習得し，実験も含め取り扱いをすることがで

きる。 

・授業用ノート 

・ワークシート 

・グループ活動 

・単元テスト 

・行動観察 

 

５ 

 

２節 直流発電機 

 

・発電機の原理，構造，特性，特徴などの基礎

的知識や技術を習得し，取り扱いができる。 

 

７ 

 

３節 直流電動機 

 

 

・電動機の原理，理論，特性および始動と速度

制御に関する知識と技術を習得し，取り扱いが

できる。 

 

５ 

４節 直流機の定格 ・直流機の定格，発電機の電圧変動率や効率，

および電動機の速度変動率などについて理解

し，活用することができている。 

1 学期の評価方法 定期考査、観点別評価を数値化し評価する。 

 

 

 

 

 

２

学

期 

 

 

 

９ 

・ 

10 

・ 

11 

・ 

12 

 

６ 

 

第２章 電気材料 

１節 導電材料 

２節 磁性材料 

３節 絶縁材料 

・電気材料として，導電材料，磁性材料，絶縁

材料などの種類や特徴および用途についての

基礎的知識について習得し，活用することがで

きる。 

・授業用ノート 

・ワークシート 

・単元テスト 

・行動観察 

 

10 

第３章 変圧器 

１節  変圧器の構造

と理論 

・単相変圧器の原理，構造，特性および等価回

路について理解し，活用することができる。 

・授業用ノート 

・ワークシート 

・小テスト 

・行動観察 
 

10 

２節 変圧器の特性 

 

 

 

・変圧器の電圧変動率や効率について理解し，

取り扱いができる能力を習得することができ

る。また，変圧器の冷却の必要性とその方法に

ついても理解している。 

２学期の評価方法 定期考査、観点別評価を数値化し評価する。 



３

学

期 

１ 

・ 

２ 

・ 

３ 

 

９ 

３節 変圧器の結線 

 

・変圧器の極性について理解し，並行運転の必

要性および三相結線の種類と特徴などに関す

る知識を習得し，活用することができる。 

・授業用ノート 

・ワークシート 

・小テスト 

・行動観察  

９ 

４節 各種変圧器 ・三相変圧器，特殊変圧器および計量用変成器

の原理，構造，取り扱いに関する知識を習得す

ることができている。 

３学期の評価方法 学年末考査、観点別評価を数値化し評価する。 

 


